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国
際
協
力
に
携
わ
る
N
G
O

(非
政
府
組
織
)
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
生
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

7
月
31
日
、
茨
城
大
学
人
文
学
部

(水
戸
市
文
京
2
丁
目
)
で
開
か
れ
た
。
同
学
部
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
、
金
本
節
子
教
授
が
担
当
す
る
講
義
の

一
環
。
金
本
教
授
は
12
年
前
か
ら
県
内
の
N
G
O
組

織
と
連
携
し
、
学
生
た
ち
に
国
際
協
力
の
現
場
の
声
を
伝
え
る
講
義
を
続
け
て
い
る
。
国
籍
や
言
語
、
文

化
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
共
存
す
る
地
域
社
会
で
、
求
め
ら
れ
る
国
際
協
力
や
交
流
に
つ
い
て
、
活
発
に

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

茨
城
大
講
義
に
現
場
の
声

同
日
は
全
15
回
の
講
義
の

最
終
日
。
こ
れ
ま
で
の
報
告

者
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
▽

ガ
ー
ナ
▽
エ
チ
オ
ピ
ア
▽
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
▽
モ
ン
コ
ル

▽
ラ
オ
ス
ー
の
6
力
国
で
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
、
学
生
の
質
問
に
答
え

た
。国

際
協
力
や
交
流
活
動
で

若
者
に
何
が
で
き
る
か
と
い

』う
率
直
な
問
い
に
対
し
て
、

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

自
身
の
経
験
談
を
交
え
な
が

ら

「
一
歩
を
踏
み
出
す
」

「考
え
る
力
を
養
う
」

「留

学
生
と
の
付
き
合
い
を
深

く
」
な
ど
と
助
言
し
た
。

□

□

こ
の
講
義
は
12
年
前
に
ス

タ
ー
ト
。
国
際
協
力
の
現
場

で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぼ
う
と
、

「N

G
O
茨
城
の
会
」
の
小
野
瀬

武
康
事
務
局
長
ら
の
協
力
を

得
て
続
け
て
き
た
。
金
本
教

年21え考生共kイ文多
授
は
,
「当
時
は
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
登
壇
す
る
こ
と
は

新
し
く
、
手
探
り
状
態
。

一

緒
に
成
長
し
て
き
た
」
と
振

り
返
る
。

学
生
に
も
浸
透
し
、
受
講

生
は
年
々
増
え
て
い
る
と
い
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国
際
協
力

意
見
交
換

う
。
本
年
度
は
学
生
の
ほ
か

社
会
人
6
人
、
外
国
人
留
学

生
10
人
を
含
む
計
65
人
が
参

加
。
小
野
瀬
事
務
局
長
は

「流
れ
が
変
わ
っ
た
。
学
生

と
の
や
り
と
り
は
感
動
の
連

続
」
と
手
応
え
を
語
る
。
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ロ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
学

益

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加

え
、
多
文
化
が
共
生
す
る
地

域
社
会
の
申
で
、
ど
ん
な
国

際
協
力
や
交
流
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
、
貴
重
な
ヒ
ン
ト

も
あ
つ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
緑
化
日
本
協
会

の
吉
澤
智
也
さ
ん
は

「事
実

と
真
実
は
違
う
。
真
実
を
見

極
め
る
た
め
、
自
分
の
目
で

見
て
肌
で
感
じ
、
経
験
し
て

考
え
る
。
自
己
満
足
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
原

点
に
返
っ
て
い
る
」
と
学
生

に
語
り
掛
け
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
ガ
ー
ナ
で
活
動
し
、
現
在

は
水
戸
市
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
職
員
の
加
藤
雅
春
さ
ん
は

「簡
単
な
優
し
い
日
本
語
」

を
便
う
こ
と
を
提
案
。

「大

丈
夫
で
す
か
」
と
大
ま
か
な

問
い
で
は
な
く
、

「ご
は
ん

は
食
べ
ま
し
た
か
」

「昨
夜

眠
れ
ま
し
た
か
」
な
ど
と
具

体
的
に
尋
ね
る
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
た
。

そ
の
上
で

「外
国
人
だ
け

で
な
く
、
日
本
人
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
活

用
で
き
る
。
多
文
化
共
生
を

(違
っ
た
角
度
か
ら
)
ゆ
っ
く

り
考
え
る
と
へ
他
の
部
分
で

も
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
と

気
付
き
、
広
が
る
の
で
は
」

と
話
し
た
。

(平
野
有
紀
)


